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通信、サービス、偏向のない言語、および

その他の情報

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

Ciscoバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアの問題に関する詳細な情報を提供します。

偏向のない言語

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザーインターフェ

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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イスにハードコードされている言語、基準ドキュメントに基づいて使用されている言語、また

は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。
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第 1 章

Intersight管理モードサーバーBIOSトーク
ンの導入

• Intersight管理モードサーバー BIOSトークンの導入（1ページ）

Intersight管理モードサーバー BIOSトークンの導入
Intersight管理モードでは、Cisco UCSドメイン内のサーバー上の BIOS設定をグローバルに変
更する方法が2通り用意されています。サーバーまたはサーバーの集合のニーズに合う特定の
BIOS設定グループを含む BIOSポリシーを 1つ以上作成するか、特定のサーバープラット
フォームに対するデフォルトの BIOS設定を使用できます。

BIOSポリシーおよびサーバープラットフォームのデフォルトの BIOS設定のどちらででも、
IMMによって管理されるサーバーの BIOS設定を微調整できます。

データセンターのニーズに応じて、一部のサービスプロファイルについてはBIOSポリシーを
構成し、同じ Cisco UCSドメイン内の他のサービスプロファイルについては BIOSのデフォル
トを使用したり、そのいずれかのみを使用したりできます。また、IMMを使用して、サーバー
の実際の BIOS設定を表示し、それらが現在のニーズを満たしているかどうかを確認できま
す。

Cisco Intersight管理モードは、次のM5およびM6サーバーをサポートします。

• Cisco UCS C220 M6

• Cisco UCS C225 M6

• Cisco UCS C240 M6

• Cisco UCS C245 M6

• Cisco UCS C220 M5

• Cisco UCS C240 M5

• Cisco UCS C240 SD M5

• Cisco UCS C480 M5

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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• Cisco UCS B200 M6

• Cisco UCS B200 M5

• Cisco UCS B480 M5

• Cisco UCS X210C M6

• Cisco UCS S3260 M5

表の [バージョン（Version）]列は、トークンがサポートされている最初の Cisco UCSManager
バージョンと、その連続したバージョンのサポートを示しています。

（注）

値の説明が長いトークンの場合、[値（Values）]列は空白で表示されます。この場合、列を下
にスクロールして値を表示できます。

（注）

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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第 2 章

ブートオプションの BIOS設定

•ブートオプションの BIOS設定（3ページ）

ブートオプションの BIOS設定
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるブートオ
プションの BIOS設定を示しています。

すべてのトークンには、「プラットフォームのデフォルト」オプションも含まれています。プ

ラットフォームのデフォルトは、太字の設定によって識別されます。BIOSは、サーバタイプ
とベンダーに関する BIOSのデフォルト設定に含まれるこの属性の値を使用します。

（注）

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

ブートオプ

ション再試

行が有効

の場合にの

み適用され

ます。

無制限13, 5

• Infiniteシステム
は、構成された

すべてのブート

オプションを試

行し、システム

がブートする

か、手動で中断

されるまで繰り

返します。

• 5、13システム
は、構成された

すべてのブート

オプションを試

行し、システム

がブートするか

中断されるま

で、選択した回

数を繰り返しま

す。すべての試

行が失敗した場

合、システムは

続行するように

求めます。値 13
は Cisco UCS
B200 M5のデ
フォルト値で、5
は Cisco UCS
B480 M5のデ
フォルト値で

す。

B200 M5、
B480 M5、
C480 M5

4.1(1)ブートの試行

数。

[試行数
（Number of
Retries）]

ブートオプ

ション再試

行が有効

の場合にの

み適用され

ます。

15秒、45秒、90秒

• 15、45、90次の
ブートを試行す

るまで、システ

ムは選択された

秒数間待機しま

す。

B200 M5、
B480 M5、
C480 M5

4.1(1)次のブートを

試行するまで

待機する時間

（秒単位）。

次のいずれか

になります。

[クールダウ
ン時間（Cool
Down Time
（秒）]

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効

• [Disabled]：ユー
ザー入力を待機

してから非 EFI
ベースのブート

オプションを再

試行します。

• [Enabled]：ユー
ザー入力を待機

せずに非 EFI
ベースのブート

オプションを継

続的に再試行し

ます。

B200 M5、
B480 M5、
C480 M5

4.1(1)BIOSでユー
ザ入力を待機

せずに非 EFI
ベースのブー

トオプショ

ンを再試行す

るかどうかを

設定します。

Boot Option
Retry

Network
Stackトー
クンの値を

有効にする

必要があり

ます。

無効、有効

•無効：IPv4 HTTP
サポートは使用

できません。

•有効：IPv4 PXE
サポートを使用

できます。

C245 M64.2(1)HTTPの IPv4
サポートを有

効または無効

にします。

IPV4 HTTP
のサポート

Network
Stackトー
クンの値を

有効にする

必要があり

ます。

無効、有効

•無効：IPv46
HTTPサポートは
使用できませ

ん。

•有効：IPv6 PXE
サポートを使用

できます。

C245 M64.2(1)HTTPの IPv6
サポートを有

効または無効

にします。

IPV6 HTTP
のサポート

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

Network
Stackトー
クンの値を

有効にする

必要があり

ます。

無効、有効

•無効：IPv46 PXE
サポートは使用

できません。

•有効：IPv6 PXE
サポートを使用

できます。

C245 M64.2(1)PXEの IPv6
サポートを有

効または無効

にします。

[IPV6 PXEサ
ポート

（IPV6 PXE
Support）]

無効にする

と、 IPV6
PXE、
IPV4HTTP、
および
IPV6HTTP
サポートに

設定された

値はシステ

ムに影響し

ません。

無効、有効

•無効：ネット
ワークスタック

のサポートは使

用できません。

•有効：ネット
ワークスタック

のサポートを使

用できます。

C245 M6、
B200 M5、
B480 M5、
C220 M5、
C240 M5、
C480 M5、
S3260 M5、
C125 M5

4.1(1)、4.2(1)このオプショ

ンを使用する

と、システム

の完全なネッ

トワークス

タイルを有効

または無効に

することがで

きます。

ネットワーク

スタック

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効

•無効：電源オン
パスワードは無

効になります。

•有効：電源オン
パスワードは有

効になります。

C220 M5、
C240 M5、
C480 M5、
C125 M5、
C245 M6

4.1(1)、4.2(1)このトークン

では、F2
BIOS設定を
使用する前に

BIOSパス
ワードを設定

する必要があ

ります。有効

にすると、

BIOS関数
（IO設定、
BIOSセット
アップ、

BIOSを使用
したオペレー

ティングシ

ステムへの

ブート）にア

クセスする前

にパスワード

の検証が必要

になります。

[電源オンパ
スワード

（Power ON
Password）]

無効、LSI SW RAID

•無効：P-SATA
モードは無効で

す。

• LSI SW RAID：
SATAコントロー
ラと sSATAコン
トローラを LSI
SW RAIDの
RAIDモードに設
定します。

B200 M5、
B480 M5、
C220 M5、
C240 M5、
C480 M5、
S3260 M5

4.1(1)このオプショ

ンでは、

P-SATAモー
ドを選択でき

ます。

P-SATAモー
ド

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
7

ブートオプションの BIOS設定

ブートオプションの BIOS設定



サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

AHCI、LSISW
RAID、無効

AHCIは S3260のデ
フォルト値であり、

LSISWRAIDは他のす
べてのサーバーのデ

フォルト値です。

•無効：SATAモー
ドは無効です。

• LSI SW RAID：
SATAコントロー
ラと sSATAコン
トローラを LSI
SW RAIDの
RAIDモードに設
定します。

• AHCI

B200 M5、
B480 M5、
C220 M5、
C240 M5、
C480 M5、
S3260 M5

4.1(1)このオプショ

ンでは、

SATAモード
を選択できま

す。

SATA Mode

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効

•無効：PCIeバス
に接続されてい

る NVMe SSDの
ホットスワップ

を禁止します。

•有効：PCIeバス
に接続されてい

る NVMe SSDの
ホットスワップ

を許可します。

C220 M5、
C240 M5、
B200 M5、
B480 M5

4.1(1)PCIeバスに
接続されてい

る NVMe
SSDをスワッ
プできるかど

うかを指定し

ます。この設

定により、こ

れらのドライ

ブの LEDス
テータスラ

イトも標準化

されます。

LEDステー
タスライト

は、特定の障

害インジケー

タパターン

を表示するよ

うにオプショ

ンでプログラ

ムできます。

[VMD有効化
（VMD
Enablement）]

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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第 3 章

Intelダイレクト IO(Intel Directed IO)

• Intelダイレクト IO(Intel Directed IO)（11ページ）

Intelダイレクト IO(Intel Directed IO)
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して行うことができる IntelDirected
I/Oの BIOS設定を示しています。

サポートされる属性説明名前

依

存

関

係

値プラットフォームバー

ジョン

有効、無効

• [Disabled]：プロセッ
サで仮想化テクノロ

ジーを使用しませ

ん。

• [Enabled]：プロセッ
サで仮想化テクノロ

ジーを使用します。

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、X210C
M6

4.1(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

Intel Virtualization
Technology for
Directed I/O
（VT-d）をプロ
セッサで使用する

かどうか設定しま

す。

[Intel VT for
directed IO]

有効、無効

• [Disabled]：プロセッ
サでコヒーレンシを

サポートしません。

• [Enabled]：プロセッ
サで VT-d Coherency
を必要に応じて使用

します。

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5、
B200 M6、X210C
M6

4.1(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

プロセッサで Intel
VT-d Coherencyを
サポートするかど

うか設定します。

[Intel(R) VT-d
Coherencyサ
ポート

（Intel(R)
VT-d
Coherency
Support）]

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依

存

関

係

値プラットフォームバー

ジョン

有効、無効

• [Disabled]：プロセッ
サでリマッピングを

サポートしません。

• [Enabled]：プロセッ
サで VT-d Interrupt
Remappingを必要に
応じて使用します。

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5

4.1(1)プロセッサで Intel
VT-d Interrupt
Remappingをサポー
トするかどうか設

定します。

[Intel(R) VT-d
Interrupt
Remapping]

有効、無効

•無効：プロセッサで
パススルー DMAを
サポートしません。

• [Enabled]：プロセッ
サで VT-d
Pass-through DMAを
必要に応じて使用し

ます。

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5

4.1(1)プロセッサで Intel
VT-d Pass-through
DMAをサポートす
るかどうか設定し

ます。

Intel(R) VT-d
PassThrough
DMAサポー
ト(Intel(R)
VT-d
PassThrough
DMA
Support)

無効、有効

• [Disabled]：プロセッ
サで ATSをサポート
しません。

• [Enabled]：プロセッ
サで VT-d ATSを必
要に応じて使用しま

す。

B200 M5、B480
M5、C220 M5、
C240 M5、C480
M5、S3260 M5

4.1(1)プロセッサで Intel
VT-d Address
Translation Services
（ATS）をサポート
するかどうか設定

します。

Intel VTD
ATSサポート

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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第 4 章

LOMとPCIeスロット

• LOMとPCIeスロット（13ページ）

LOMとPCIeスロット
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して構成できるLOMおよびPCIe
BIOS設定を示しています。

サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

有効、無効

•無効：GPUの複数のデ
バイス間のピアツーピ

ア通信を無効にしま

す。

•有効：GPUの複数のデ
バイス間のピアツーピ

ア通信を有効にしま

す。

C480 M54.0(4)、
4.1(1)

アクセスコント

ロールサービス

（ACS）を使用
すると、プロ

セッサは、GPU
の複数のデバイ

ス間のピアツー

ピア通信を有効

または無効にす

ることができま

す。。

[ACS制御 GPU
n（ACS Control
GPU n）]（nは
1～ 14の範囲）

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

有効、無効、LOMのみ

•無効：OSイーサネット
ネットワーキング ID
は、ETH0や ETH1な
ど、デフォルトの規則

で名前が付けられま

す。

•有効：OSイーサネット
ネットワーク識別子

に、LOMポート 0や
LOMポート 1のよう
に、物理的な LAN on
Motherboard（LOM）の
ポート番号付けに基づ

く Consistent Device
Naming（CDN）規則で
名前を付けます。

C480 M54.0(4)、
4.1(1)

イーサネット

ネットワーキン

グ識別子の命名

規則を、
Consistent
Device Naming
（CDN）と従来
の命名規則のど

ちらに準拠させ

るかを指定しま

す。

[LOMの CDN
サポート（CDN
Support for
LOM）]

有効、無効、0P3_Percent、
0P5_Percent、ハードウェ
ア、オフ

ブレードおよび Cisco UCS
S3260M5ストレージサーバ
では無効

B480M5、
B200M5、
S3X60M5

4.1(2)このオプション

では、外部ク

ロックジェネ

レータのクロッ

ク拡散スペクト

ルを有効または

無効にすること

ができます。

外部SSCの有効
化

無効、致命的なエラーで、

致命的なエラーおよび致命

的でないエラーで

C220 M6
および
C240
M6、
B200
M6、
X210C
M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

このオプション

を使用すると、

修正不可能なエ

ラーの後にダウ

ンストリームリ

ンクを無効にす

ることができる

ため、制御され

た堅牢な方法で

回復することが

可能になりま

す。

[IIO eDPCサ
ポート（IIO
eDPC
Support）]

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。。

• UEFIのみ：拡張スロッ
トをUEFIでのみ使用で
きます。

• Legacy Only：拡張ス
ロットをレガシーでの

み使用できます。

C220 M6
および
C240
M6C220
M5、
C240
M5、
C480 M5

4.0(4)、
4.1(1)、

オプション

ROMが LOM
ポート nで使用
できるかどうか

[LOMポート n
OptionROM
（LOM Port n
OptionROM）]。
nの範囲は 0～
3です。

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

[無効]と
して設定

している

場合、
LOM Port
0
OptionROM
と LOM
Port 1
OptionROM
は [無効]
に設定さ

れていま

す。[有効]
として設

定してい

る場合、
LOM Port
0
OptionROM
と LOM
Port 1
OptionROM
は [無効]
に設定さ

れていま

す。

無効、有効

•無効：LOM Port 0
OptionROMとLOMPort
1 OptionROMは [無効]
に設定されています。

•有効：LOM Port 0
OptionROMとLOMPort
1 OptionROMは [有効]
に設定されていま

す。。

C220
M5、
C240
M5、
C480 M5

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、

すべてのオン

ボード LOM
ポートがイネー

ブルであるか、

ディセーブルで

あるか。

[すべてのオン
ボード LOM
ポート（All
Onboard LOM
Ports）]

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：LOM Port 0
OptionROMとLOMPort
1 OptionROMは [無効]
に設定されています。

•有効：LOM Port 0
OptionROMとLOMPort
1 OptionROMは [有効]
に設定されていま

す。。

• UEFIのみ：拡張スロッ
トをUEFIでのみ使用で
きます。

• Legacyのみ：拡張ス
ロットをレガシーでの

み使用できます。

C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、

すべての PCIe
OptionROM
ポートが有効で

あるか、無効で

あるか。

[すべての PCIe
スロットオプ

ション ROM
（All PCIe Slots
OptionROM）]

[ディセーブル
（Disabled）]、[イネーブル
（Enabled）]

•無効：オプションは無
効です。

•有効：オプションは有
効です。。

C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、

すべての PCI
ROM CLPポー
トが有効である

か、無効である

か。

[PCI ROM CLP]

無効、有効、自動

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

•自動：PCIe ARIサポー
トは自動モードで

す。。

C225 M6
および
C245 M6

4.2(1)すべてのARIサ
ポートポートが

有効であるか、

無効であるか。

PCIe ARIサポー
ト

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：LOM Port 0
OptionROMとLOMPort
1 OptionROMは [無効]
に設定されています。

•有効：LOM Port 0
OptionROMとLOMPort
1 OptionROMは [有効]
に設定されていま

す。。

すべての

M5サー
バー

4.1(2)すべての PCIe
PLL SSCポート
が有効である

か、無効である

か。

PCIe FPGA SSC

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

自動、無効、有効、GEN1、
GEN 2、GEN 3、GEN 4、
GEN 5

• [Disabled]：最大速度は
制限されません。

•有効：最大速度は、制
限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 4：最大 16GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 5：最大 32GT/sま
での速度が許可されま

す。

C220
M5、
C240
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

このオプション

では、MRAID
の最高速度を制

限することがで

きます。

[MRAID nリン
ク速度（MRAID
n Link
Speed）]。nの
範囲は 1～ 2で
す。

無効、有効

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。。

C220
M5、
C240
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

MRAIDポート
でオプション

ROMを使用可
能にするかどう

か設定。

[MRAID n
OptionROM]。n
の範囲は 1～ 2
です。

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

自動、無効、GEN 1、GEN
2、GEN 3、GEN 4

• [Disabled]：最大速度は
制限されません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 4：最大 16GT/sま
での速度が許可されま

す。

C225 M6
および
C245 M6

4.2(1)このオプション

を使用すると

MSTORアダプ
タの最大速度を

制限できます。

PCIeスロット
MSTORリンク
速度

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

• Disabled：オプション
ROMは使用できませ
ん。

• [Enabled]—オプション
ROMは使用できます。

C225 M6
および
C245 M6

4.2(1)サーバが PCIe
MSTOR RAID
のオプション

ROMを使用す
るかどうか。

PCIeスロット
MSTOR RAID
OptionROM

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3、GEN4

•無効：最大速度は制限
されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 4：最大 16GT/sま
での速度が許可されま

す。

C220
M5、
C240
M5、
S3260
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

このオプション

では、PCIeス
ロットに取り付

けられたNVME
カードの最高速

度を制限するこ

とができます。

[NVME nリンク
速度（NVME n
Link Speed）]。
nの範囲は 0～
6です。

Enabled、Disabled

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

C220
M5、
C240
M5、
S3260
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

このオプション

では、

SSD:NVMeス
ロットnに接続
された PCIeア
ダプタのオプ

ション ROMの
実行を制御する

ことができま

す。

[NVME n
OptionROM]。n
の範囲は 0～ 6
です。

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN5

GEN5は、速度 1～ 6での
みサポートされます。

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 4：最大 16GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 5：最大 32GT/sま
での速度が許可されま

す。

C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
C125
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

スロット nで指
定された PCIe
スロットのリン

ク速度。

[PCIeスロット
nリンク速度
（PCIe Slot n
Link Speed）]。
nの範囲は 1～
12です。

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

C220
M6、C240
M6、B200
M6は、ス
ロット 9
の状態の

みをサ

ポートし

ます。

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

• UEFIのみ：拡張スロッ
トをUEFIでのみ使用で
きます。

• Legacyのみ：拡張ス
ロットをレガシーでの

み使用できます。

C480 M5
ML、
C220
M6、
C240
M6、
B200 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

PCIeスロット n
に取り付けられ

ているアダプタ

カードの状態。

[スロットnの状
態（Slot n
State）]。nは 1
～ 14の範囲。

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

C220
M5、
C240
M5、
S3260
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

PCIe Slot:FLOM
のリンク速度を

構成するには。

PCIeスロット:
FLOMリンク速
度（PCIe
Slot:FLOM Link
Speed）

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3、GEN4、
GEN5

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 4：最大 16GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 5：最大 32GT/sま
での速度が許可されま

す。

C220
M5、
C240
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

このオプション

では、フロント

PCIeスロットに
取り付けられた

NVMEカードの
最高速度を制限

することができ

ます。

[前面 NVME n
リンク速度

（Front NVME
n Link
Speed）]。nの
範囲は 1～ 12で
す。

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

C225 M6,
C245 M6

4.2(1)このオプション

では、

SSD:NVMeス
ロットnに接続
された PCIeア
ダプタのオプ

ション ROMの
実行を制御する

ことができま

す。

[前面 NVME n
OptionROM
（Front NVME
n
OptionROM）]。
nの範囲は 1～
24です。

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3、GEN4

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 4：最大 16GT/sま
での速度が許可されま

す。

C220
M5、
C240
M5、
S3260
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

このオプション

では、スロット

1および 2に接
続された前面

PCIeアダプタの
リンク速度の実

行を制御するこ

とができます。

[前面 1および 2
リンク速度

（Front 1 and 2
Link Speed]

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3、GEN4

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 4：最大 16GT/sま
での速度が許可されま

す。

C225 M6,
C245 M6

4.2(1)このオプション

では、HBA
カードの最高速

度を制限するこ

とができます。

PCIe Slot:HBA
Link Speed

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

• UEFIのみ：拡張スロッ
トをUEFIでのみ使用で
きます。

• Legacyのみ：拡張ス
ロットをレガシーでの

み使用できます。

C225 M6,
C245 M6

4.2(1)このオプション

を使用すると、

HBAカードの
オプション

ROM実行を構
成できます。

[PCIeスロッ
ト：HBAオプ
ション ROM
（PCIe
Slot:HBA
OptionROM）]

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

C480 M5
ML

4.0(4)、
4.1(1)

GPUスロット n
でオプション

ROMを有効に
するかどうか設

定します。

[GPU n
OptionROM]。n
の範囲は 1～ 8
です。

Enabled、Disabled

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

すべての

M5サー
バー

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

このオプション

を使用すると、

PCIeスロット 1
および 2に装着
されているアダ

プタカードの最

大速度を制限で

きます。

[PCIe LOM:1お
よび 2リンク
（PCIe LOM:1
and 2 Link）]

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

• UEFIのみ：拡張スロッ
トをUEFIでのみ使用で
きます。

• Legacyのみ：拡張ス
ロットをレガシーでの

み使用できます。

S3260M54.0(1)、
4.0(2)、
4.1(1)

このオプション

を使用すると、

PCIeスロットの
Mezz状態を構
成できます。

スロットメザニ

ンの状態

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

自動、無効、GEN 1、GEN
2、GEN 3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は
制限されません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 4：最大 16GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 5：最大 32GT/sま
での速度が許可されま

す。

C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
C125 M5

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

このオプション

を使用すると

MLOMアダプ
タの最大速度を

制限できます。

PCIeスロット:
MLOMリンク
速度（PCIe
Slot:FLOM Link
Speed）

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

• UEFIのみ：拡張スロッ
トをUEFIでのみ使用で
きます。

• Legacyのみ：拡張ス
ロットをレガシーでの

み使用できます。

C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
C125
M5、
B200
M6、
X210C
M6

4.0
(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

オプション

ROMがMLOM
ポートで使用で

きるかどうか。

PCIe
Slot:MLOM
OptionROM

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

自動、無効、GEN 1、GEN
2、GEN 3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は
制限されません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 4：最大 16GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 5：最大 32GT/sま
での速度が許可されま

す。

C220
M5、
C240
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

このオプション

では、MRAID
の最高速度を制

限することがで

きます。

[MRAIDリンク
速度（MRAID
Link Speed）]

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
C125 M5

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

オプション

ROMがMLOM
ポートで使用で

きるかどうか。

[PCIe
Slot:MRAID
OptionROM]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
C125 M5

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

オプション

ROMがポート
で使用できるか

どうか。

[PCIeスロット
n OptionROM
（PCIe Slot n
OptionROM）]。
nの範囲は 1～
24です。

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

C480 M54.0(1)、
4.0(4)、
4.1(1)、

このオプション

を使用すると

RAIDの最大速
度を制限できま

す。

RAID Link
Speed

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

C480 M54.0(1)、
4.0(4)、
4.1(1)、

オプション

ROMが RAID
スロットで使用

できるかどう

か。

[PCIeスロット
RAIDオプショ
ン ROM（PCIe
Slot MLOM
OptionROM）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

自動、無効、GEN 1、GEN
2、GEN 3、GEN 4、GEN 5

• [Disabled]：最大速度は
制限されません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN1：最大 2.5 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 4：最大 16GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 5：最大 32GT/sま
での速度が許可されま

す。

C240
M5、
C240
M6、
C245 M6

4.0(4)、
4.0(1)、
4.2(1)

このオプション

を使用すると背

面 NVMEの最
大速度を制限で

きます。

[背面 NVME n
リンク速度

（Rear NVME n
Link Speed）]。
nの範囲は 1～
4です。

有効、無効

•無効：オプションは制
限されていません。

•有効：オプションは制
限されています。

C240
M5、
C240
M6、
C245 M6

4.0(4)、
4.0(1)、
4.2(1)

オプション

ROMが背面
NVMEで使用で
きるかどうか。

[背面 NVME n
OptionROM
（Rear NVME n
OptionROM）]。
nの範囲は 1～
8です。
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
C125 M5

4.0(4)、
4.0(1)、
4.2(1)

このオプション

を使用するとラ

イザーの最大速

度を制限できま

す。

[PCIe Slot:Riser
リンク速度 n
（PCIe
Slot:Riser Link
Speed n）]。nは
1および 2で
す。

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
C125 M5

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

このオプション

を使用するとx
スロットのライ

ザーの最大速度

を制限できま

す。

[PCIe Slot:Riser
nスロット xリ
ンク速度（PCIe
Slot:Riser n Slot x
Link Speed）]。n
は 1と 2、xは 1
～ 6です。
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

無効、有効、Legacyのみ、
UEFIのみ

•無効：拡張スロットを
使用できません。

•有効：拡張スロットを
使用できます。

• UEFIのみ：拡張スロッ
トをUEFIでのみ使用で
きます。

• Legacyのみ：拡張ス
ロットをレガシーでの

み使用できます。

C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
C125 M5

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

オプション

ROMが SASス
ロットで使用で

きるかどうか。

PCIeスロット：
SASオプション
ROM（PCIe
Slot:SAS
OptionROM）

無効、自動、GEN1、
GEN2、GEN3

•無効：最大スピードは
制限されていません。

•自動：最高速度は自動
的に設定されます。

• GEN 1：最大 2 GT/s
（ギガトランスファー/
秒）までの速度が許可

されます。

• GEN 2：最大 5GT/sま
での速度が許可されま

す。

• GEN 3：最大 8 GT/sま
での速度が許可されま

す。

C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
C125 M5

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

このオプション

を使用すると前

面 SSDの最大
速度を制限でき

ます。

[PCIe
Slot:FrontSSD n
リンク速度

（PCIe
Slot:FrontSSD
nLink
Speed）]。nは 1
および 2です。
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第 5 章

メイン

•メイン（35ページ）

メイン
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して行うことができるメインBIOS
設定を示しています。

サポートされている属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

デフォルト

では、CDN
制御は
UCSM
Managerで
無効になっ

ています。

（Standalone
モードでは

デフォルト

で有効に

なっていま

す。）

有効、無効

•無効：オプ
ションは制限

されていませ

ん。

•有効：オプ
ションは制限

されていま

す。

B200 M5、
B480 M5、
C220 M5、
C240 M5、
C480 M5、
S3260 M5、
C125 M5、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

PCIeスロットの
Consistent DeviceNaming
（CDN）制御により、
PCIeスロットに一貫し
た方法で名前を付ける

ことができます。これ

により PCIeスロットの
名前は、より統一さ

れ、識別しやすくな

り、構成に変更が加え

られても永続的に保持

されます。

PCIeス
ロット

CDN制御
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サポートされている属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バー

ジョン

有効、無効

•無効：オプ
ションは制限

されていませ

ん。

•有効：オプ
ションは制限

されていま

す。

すべてのM5
サーバー

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

POST中にサーバーで重
大なエラーが発生した

場合について説明しま

す。

[POSTエ
ラーの一

時停止

（POST
Error
Pause）]

有効、無効

•無効：オプ
ションは制限

されていませ

ん。

•有効：オプ
ションは制限

されていま

す。

すべての

M5、M6、お
よび X210C
M6サー
バー。

4.2(1)サーバーの認証に使用

するアーティファクト

を安全に保存するコン

ポーネントであるトラ

ステッドプラット

フォームモジュール

（TPM）の有効と無効
を切り替えます。

[TPMサ
ポート

（TPM
Support）]
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第 6 章

メモリ

•メモリ（37ページ）

メモリ
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して設定できるメモリのBIOS設
定の一覧を示します。

サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

この設定

は、デ

フォルト

状態の自

動のまま

にしてお

くことを

お勧めし

ます。

無効、有効、自動

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

•自動：オプション
は自動モードで

す。

C220
M5、
C240
M5、
B200
M6、
C240
M6、
C225
M6、
C245
M6、
X210C
M6

4.0 (1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

システムの起動中に

拡張メモリテストを

有効にします。メモ

リ量に応じて起動時

間は長くなります。

強力なメモ

リテスト
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

有効、無効

•無効：オプション
は制限されていま

せん。

•有効：オプション
は制限されていま

す。

C220
M5、
C240
M5、
B200
M6、
S3260
M5、
C240
M6、
C225
M6、
C245
M6、
X210C
M6

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

不正な外部 DMAか
らの脅威を緩和する

ため、PCI BMEビッ
トを無効にできま

す。

[BME DMA
緩和（BME
DMA
Mitigation）]

有効、無効

•無効：オプション
は制限されていま

せん。

•有効：オプション
は制限されていま

す。

C220
M5、
C240
M5、
B200
M6、
S3260
M5、
C240
M6、
C225
M6、
C245
M6、
X210C
M6

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

メモリがアクティブ

で、指定されたウィ

ンドウ内でリフレッ

シュを実行するとき

に、メモリコント

ローラがリフレッ

シュサイクルを延期

できるようにしま

す。遅延リフレッ

シュサイクルは、複

数のリフレッシュサ

イクルのバーストで

実行される場合があ

ります。

バーストリ

フレッシュ

および遅延

リフレッ

シュ

無効、有効、自動

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

•自動：オプション
は自動モードで

す。

C125
M6、
C225
M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

プロセッサで、メモ

リの暗号化サポート

を実現するセキュア

メモリ暗号化有効

（SMEE）機能を使
用するかどうかを指

定します。

[CPU SMEE]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、有効、自動

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

•自動：オプション
は自動モードで

す。

C125
M6、
C225
M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

出入力メモリ管理ユ

ニット（IOMMU）に
より、AMDプロセッ
サが物理アドレスへ

仮想アドレスをマッ

ピングすることが可

能です。

[IOMMU]

無効、有効、自動

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

•自動：オプション
は自動モードで

す。

C125
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.0(1)、
4.0(4)、
4.1(1)4.2(10

物理アドレスをアプ

リケーションに割り

当てる方法を決定し

ます。

[バンクグ
ループス

ワップ

（Bank
Group
Swap）]

無効、有効、自動

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

•自動：オプション
は自動モードで

す。

C225 M6,
C245 M6

4.2(1)ノード 0に選択した
DRAMチップ経由で
メモリブロックがイ

ンターリーブされる

かどうか設定しま

す。

チップセッ

トインター

リーブ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、有効、自動

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

•自動：オプション
は自動モードで

す。

C225 M6,
C245 M6

4.2(1)このオプションは、
Secured Nested Paging
（SNP）メモリとリ
バースマップテーブ

ル（RMP）の動作
モードを選択しま

す。RMPは、システ
ムの物理アドレスと

ゲストの物理アドレ

ス間の 1対 1のマッ
ピングを保証するた

めに使用されます。

SNPメモリカ
バレッジ

無効、有効、自動

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

•自動：オプション
は自動モードで

す。

C225 M6,
C245 M6

4.2(1)SNPメモリサイズを
設定できます。

[カバーされ
る SNPメモ
リサイズ

（MiB）
（SNP
Memory Size
to Cover in
MiB）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

自動、NPS0、NPS1、
NPS2、NPS4

• NPS0：ソケットご
との NUMAノー
ド数を 0にしま
す。

• NPS1：ソケットご
との NUMAノー
ド数を 1にしま
す。

• NPS2：ソケットご
との NUMAノー
ド数を 2にしま
す。

• NPS4：ソケットご
との NUMAノー
ド数を 4にしま
す。

•自動：チャネル数
を自動に設定しま

す。

C225 M6,
C245 M6

4.2(1)4GBを超えるMMIO
が有効か無効か。

ソケットご

とのNUMA
ノード

自動、チャネル、Die、
なし、ソケット

C125 M54.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

インターリーブされ

るメモリブロックを

決定します。また、

インターリーブの開

始アドレス（ビット

8、9、10、11）も指
定します。

AMDメモリ
インター

リーブ

1 KB、2 KB、256
Bytes、512Bytes、自動

C125 M54.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

インターリーブされ

るメモリブロックの

サイズを決定しま

す。また、インター

リーブの開始アドレ

ス（ビット 8、9、
10、11）も指定しま
す。

AMDメモリ
インター

リーブサイ

ズ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、有効

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

C225 M6,
C245 M6

4.2(1)セキュアネスティッ

ドページング機能を

有効にできます。

SEV-SNPサ
ポート

無効、レシピ 1、レシ
ピ 2、レシピ 3、モー
ド 0、モード 1、モー
ド 2

•無効：この機能が
無効になります。

•レシピ 1：6モ
ジュール、最適化

されたソケットあ

たり 4モジュール

•レシピ 2：最適化
されたソケットあ

たり 2モジュール

•レシピ 3：最適化
されたソケットあ

たり 1モジュール

•モード 0：PMem
QoS機能を無効に
する

•モード 1：M2M
QoS Enable;CHA
QoS Disable

•モード 2：M2M
QoS Enable;CHA
QoS Enable

C220
M5、
C240
M5、
C220
M6、
C240 M6
サー

バー、
B200
M6、およ
び X210C
M6

4.1(2)、
4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

同時DCPMMBW飽和
スレッドの存在下で

のDRAMおよびシス
テム全体のBWドロッ
プを防止し、同種の

DDRTのみの使用へ
の影響を最小限に抑

えます。マルチテナ

ントの使用例、VMな
どに適しています

が、メモリモードも

向上します。「ワー

ストケース」の低下

をターゲットにしま

す。

CR QoS
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

自動、オプション 1～
5、最適化を有効にす
る、最適化を無効にす

る

C220
M5、
C240
M5、
C220
M6、
C240 M6

4.1(2)、
4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

CR FastGo Config
は、FastGOが無効に
なっている場合の

DDRT非一時書き込
み帯域幅を改善しま

す。FastGOを有効に
すると、アンコアへ

の NT書き込みのフ
ローが高速になりま

す。FastGOを無効に
すると、CPUアンコ
アの NT書き込み
キューが減少し、

DCPMMで連続して
改善され、帯域幅が

向上します。

CR FastGo設
定

無効、有効

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

すべての

M5サー
バー

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

DCPMMファーム
ウェアのダウング

レードを構成するに

は

[DCPMM
ファーム

ウェアのダ

ウングレー

ド（DCPMM
Firmware
Downgrade）]

自動、1x、2x、3x、4xC125 M54.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

内部メモリ用のリフ

レッシュ間隔レート

を構成するには

[DRAMリフ
レッシュ

レート

（DRAM
Refresh
Rate）]

[ディセーブル
（Disabled）]、[イネー
ブル（Enabled）]

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

C125 M54.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

DRAM SWサーマル
スロットリングを構

成するには

DRAMSWの
サーマルス

ロットリン

グ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、有効、自動

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

•自動：オプション
は自動モードで

す。

B200
M6、
X210C
M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

拡張非同期DRAMリ
フレッシュ (eADR)
により、データを含

む CPUキャッシュ
ラインが適切なタイ

ミング、必要な順序

でフラッシュされま

す。電源障害から保

護されたドメインに

も含まれます。

eADRサポー
ト

自動、省電力モード、

パフォーマンスモード

•自動：CPUが低電
圧メモリ動作また

は高周波メモリ動

作のどちらを優先

するかを決定しま

す。

• [Power Saving
Mode]：低電圧の
メモリ動作が高周

波数のメモリ動作

よりも優先されま

す。このモードで

は、電圧を低く維

持するために、メ

モリの周波数が低

下する可能性があ

ります。

•パフォーマンス
モード：高周波数

の動作が低電圧の

動作よりも優先さ

れます。

•自動：オプション
は自動モードで

す。

すべての

M5サー
バー

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

低電圧と高周波数の

どちらのメモリ動作

をシステムで優先す

るかを設定しま

す。。

[低電圧DDR
モード（Low
Voltage DDR
Mode）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

[ディセーブル
（Disabled）]、[イネー
ブル（Enabled）]

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

C220 M6
および
C240
M6、
B200
M6、
X210C
M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

メモリ帯域幅を増や

すことができます。

メモリ帯域

幅ブースト

1xリフレッシュ、2x
リフレッシュ

C220
M5、
C240
M5、
B200
M6、
S3260
M5、
C240
M6、
C225
M6、
C245
M6、
X210C
M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

メモリコントローラ

のリフレッシュレー

トを制御し、メモリ

構成とワークロード

に応じて、メモリの

パフォーマンスと電

力に影響を及ぼせる

ようにします。

メモリのリ

フレッシュ

レート

0：65535（ステップサ
イズが 1）

C220
M5、
C240
M5、
B200
M6、
S3260
M5、
C240
M6、
C225
M6、
C245
M6、
X210C
M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)

部分的なメモリのミ

ラーモードの容量

を、合計メモリ容量

の 50%に制限しま
す。メモリサイズ

は、0 GB ~ 65535 GB
の範囲で1GBずつ増
加します。

メモリサイ

ズの制限
(GiB)
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

このトー

クンは、
C125 M5
サーバー

ではサ

ポートさ

れていま

せん。

PECIを使用した
CLTT、無効

•無効：オプション
は無効です。

• PECIを使用した
CLTT：プラット
フォーム環境制御

インターフェイス

（PECI）を使用し
てクローズドルー

プサーマルス

ロットリング

（CLTT）を有効
にします。

すべての

M5サー
バー

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

メモリの温度が制限

内にあることを保証

する保護メカニズム

を提供します。温度

が最高しきい値を超

えると、メモリアク

セスレートが下げら

れ、Baseboard
ManagementController
（BMC）がファンを
調整してメモリを冷

却し、過熱による

DIMMの損傷を防ぎ
ます。

メモリの

サーマルス

ロットリン

グモード

ソケット間、ソケット

内

•ソケット間：メモ
リは、CPUソケッ
ト間にまたがる 2
つの Integrated
Memory Controller
（IMC）間でミ
ラーリングされま

す。

•ソケット内：1つ
の IMCが同じソ
ケット内の別の

IMCとミラーリン
グされます。

すべての

M5サー
バー

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

メモリのミラーリン

グは、メモリに 2つ
の同じデータイメー

ジを保存することに

より、システムの信

頼性を向上させま

す。

[ミラーリン
グモード

（Mirroring
Mode）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

有効、無効

• [Disabled]：BIOS
で NUMAをサ
ポートしません。

• [Enabled]：NUMA
に対応したオペ

レーティングシス

テムに必要な

ACPIテーブルを
BIOSに含めま
す。このオプショ

ンを有効にする場

合は、一部のプ

ラットフォームで

システムのソケッ

ト間メモリイン

ターリーブを無効

にする必要があり

ます。

C220
M5、
C240
M5、
B200
M6、
S3260
M5、
X210C
M6

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

BIOSで NUMAをサ
ポートするかどうか

設定します。

NUMA最適
化

BW最適化、レイテン
シー最適化、バランシ

ングプロファイル

• BW最適化：DDR
および DDRT BW
用に最適化されて

います。これがデ

フォルトのオプ

ションです。

•遅延最適化：
DDRT BWが存在
する場合 DDR遅
延が改善します。

•バランシングプロ
ファイル：メモリ

モード用に最適化

されています。

C220
M5、
C240
M5、
B200
M6、
S3260
M5、
X210C
M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

NVMパフォーマンス
設定により、DDR
チャネル上のDDRと
DDRTトランザク
ション間の効率的な

メジャーモード調停

が可能になり、チャ

ネルBWとDRAMの
遅延が最適化されま

す。

NVMパ
フォーマン

ス設定
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

テスト専用、テストと

修復

C225
M5、
C245 M5

4.2(1)、
4.2(2)

このオプションを使

用すると、操作モー

ドを構成できます。

オペレー

ションモー

ド
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

Rowhammer
スタイル

の攻撃を

軽減する

ために、

この設定

はデフォ

ルト状態

（[低
（Low）]
）のまま

にするこ

とを推奨

します。

C240
M6、
C225
M6、
C245 M6

4.2(1)メモリコントローラ

の遅延リフレッシュ

機能を制御します。

パニックと

高水準点
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

高、低

• [高（High）]：メ
モリコントローラ

は、最大 8つのリ
フレッシュコマン

ドを延期できま

す。メモリコント

ローラはリフレッ

シュ間隔内で延期

されたすべてのリ

フレッシュを実行

します。9番目の
リフレッシュコマ

ンドについては、

リフレッシュの優

先順位をパニック

にします。メモリ

コントローラは、

延期されたすべて

のリフレッシュコ

マンドが実行され

るまで、通常のメ

モリトランザク

ションを一時停止

します。

•低：メモリコント
ローラは、リフ

レッシュコマンド

を延期することは

できません。

Rowhammer
スタイルの

（注）

攻撃を軽減

するため

に、この設

定はデフォ

ルト状態

（[低
（Low）]

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

）のままに

することを

推奨しま

す。

無効、有効

•無効：オプション
は無効です。

•有効：オプション
は有効です。

B200
M6、
C240
M6、
C220
M6、
C225
M6、
C245
M6、
X210C
M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

パーシャルキャッ

シュラインスペアリ

ング (PCLS)は、メモ
リコントローラーの

エラー防止メカニズ

ムです。PCLSは、メ
モリアクセス中に置

換できるように、

ビットの欠陥のある

ニブルの場所を、対

応するデータコンテ

ンツとともにスペア

ディレクトリに静的

にエンコードしま

す。

部分的な

キャッシュ

行の節約
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

B200
M5、
B480
M5、
C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
S3260
M5、
C125 M5

4.1(1)メモリパーシャルミ

ラーモードを使用す

ると、GB単位または
メモリ容量の割合に

よって部分的にミ

ラーリングすること

ができます。ここで

選択したオプション

に応じて、使用可能

なフィールドで、部

分的なミラーの割合

または部分的なミ

ラー容量を GB単位
で定義できます。メ

モリ容量の最大 50%
を部分的にミラーリ

ングできます。

メモリパー

シャルミ

ラーモード
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、パーセンテー

ジ、GB単位の値

•無効：オプション
は無効です。

•容量：部分メモリ
モードでミラーリ

ングされるメモリ

の量は、合計メモ

リの割合として定

義されます。

•値 (GB):部分的な
メモリモードでミ

ラーリングされる

メモリの合計は

GBで定義されま
す。

部分

的な

（注）

メモ

リミ

ラー

モー

ドは

標準

のミ

ラー

リン

グ

モー

ドに

対し

て相

互に

排他

的で

す。

部分

的な
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

ミ

ラー 1
~ 4
は、

関連

オプ

ショ

ンで

GBま
たは

割合

で設

定さ

れて

いる

容量

制限

を超

えな

い限

り、

任意

の数

また

は設

定で

使用

でき

ま

す。
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

0.00：50.00（0.01のス
テップサイズ）

B200
M5、
B480
M5、
C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
S3260
M5、
C125 M5

4.1(1)使用可能なメモリの

総量を、合計メモリ

の割合として制限し

ます。これは、

0.000.01 %から 50.00
%まで、0.01 %単位
で増加させられま

す。

パーシャル

ミラー率

0：65535（ステップサ
イズが 1）

B200
M5、
B480
M5、
C220
M5、
C240
M5、
C480
M5、
S3260
M5、
C125 M5

4.1(1)パーシャルミラー n
のメモリの量を GB
単位で制限します。

これは、0 GB ~
65535 GBの範囲で 1
GBずつ増加します。

[パーシャル
ミラー n GB
単位のサイ

ズ（Partial
Mirror n Size
in GB）]。n
の範囲は 1
～ 4です。

無効、有効、自動

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

•自動：PCIe RAS
サポートは自動

モードです。

すべての

M5サー
バー

4.0 (1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)

PCIeRASポートが有
効か、無効かどう

か。

PCIe RASサ
ポート
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、ハード PPR

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•ハード PPR：これ
により、破損した

ストレージセルが

永続的に再マッピ

ングされることに

なります。

B200
M6、
C240
M6、
C220
M6、
C225
M6、
C245
M6、
X210C
M6

4.2(1)Post Package Repair
(PPR)は、スペアセ
ルに置き換えて、障

害のあるメモリセル

を修復する機能を提

供します。

ポストパッ

ケージ修復
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56

メモリ

メモリ



サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

C220
M5、
C240
M5、
C240
M6、
C220 M6

4.0 (1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

サーバに対するメモ

リの RAS（信頼性、
可用性、有用性）の

設定方法です。

メモリRAS
設定
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

最大パフォーマンス、

ミラーリング、ロック

ステップ、ミラーモー

ド 1LM、パーシャル
ミラーモード 1LM、
スペアリング、

ADDDCスペアリング

•最大パフォーマン
ス：システムパ

フォーマンスを最

適化し、すべての

高度な RAS機能
を無効にします。

• [Mirroring]：シス
テムのメモリの半

分をバックアップ

として使用するこ

とにより、システ

ムの信頼性が最適

化されます。この

モードは UCS M4
以前のブレード

サーバーに使用し

ます。

• [Lockstep]：サーバ
内の DIMMペア
が、同一のタイ

プ、サイズ、およ

び構成を持ち、

SMIチャネルにま
たがって装着され

ている場合、ロッ

クステップモード

をイネーブルにす

ることで、メモリ

アクセス遅延の最

小化およびパ

フォーマンスの向

上を図ることがで
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

きます。B440
サーバーでは

[lockstep]がデフォ
ルトで有効になっ

ています。

•ミラーモード
1LM：ミラーモー
ド 1LMは、ミ
ラーリングされる

システム内の1LM
メモリ全体を設定

し、結果的にメモ

リ容量を半減させ

ます。このモード

は UCSM5および
M6ブレードサー
バーに使用しま

す。

• [部分的なミラー
モード 1LM
(Partial Mirror
Mode1LM)]：部分
的なミラーモード

1LMは、ミラーリ
ングされるシステ

ム内の 1LMメモ
リの一部全体を設

定し、結果的にメ

モリ容量を半減さ

せます。このモー

ドは UCSM5およ
びM6ブレード
サーバーに使用し

ます。
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

•スペアリング：シ
ステムの信頼性

は、他のDIMMが
故障した場合に使

用できるように、

メモリを予備に保

持することによっ

て最適化されま

す。このモード

は、メモリの冗長

性を実現します

が、ミラーリング

ほどの冗長性は提

供されません。

• ADDDCスペアリ
ング：システムの

信頼性は、他の

DIMMが故障した
場合に使用できる

ように、メモリを

予備に保持するこ

とによって最適化

されます。この

モードは、メモリ

の冗長性を実現し

ますが、ミラーリ

ングほどの冗長性

は提供されませ

ん。
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、ハード PPR

•無効：オプション
は無効です。

•ハード PPR：これ
により、破損した

ストレージセルが

永続的に再マッピ

ングされることに

なります。

C220
M5、
C240
M5、
B200
M5、
S3260
M5、
B200
M6、
C240
M6、
C220
M6、
C225
M6、
C245 M6

4.1(1)、
4.2(1)

Post Package Repair
(PPR)は、スペアセ
ルに置き換えて、障

害のあるメモリセル

を修復する機能を提

供します。

PPRタイプ

253ASID、509ASID、
自動

• 253 ASID

• 509 ASID

•自動

Rowhammer
スタイルの

攻撃を軽減

するため

に、この設

定は [自動
（Auto）]
のデフォル

ト状態のま

まにするこ

とを推奨し

ます。

（注）

C125
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.2(1)VMのコードとデー
タが分離された、暗

号化仮想マシン

（VM）の実行を有効
にします。

Secure
Encrypted
Virtualization
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、有効

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

C125
M5、
C225
M6、
C245 M6

4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

プロセッサで、メモ

リの暗号化サポート

を実現するセキュア

メモリ暗号化有効

（SMEE）機能を使
用するかどうかを指

定します。

[SMEE]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、有効

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

すべての

M5サー
バー

4.0 (1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

2LMの
Snoopyモー
ド
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

すべてのDRAMアク
セスでディレクトリ

を維持しながら、

DCPMMアクセスの
スヌーピングモード

を有効にします。ス

ヌープは、ソケット

間のキャッシュの一

貫性を維持します。

ディレクトリは、リ

モートノード情報を

ローカル（メモリ

内）に保持すること

でスヌープを削減し

ます。ディレクトリ

のルックアップと更

新により、メモリト

ラフィックが追加さ

れます。

ディレクトリは、

DRAMには適してい
ますが、DCPMMに
は必ずしも適してい

ません。非 NUMA
ワークロードの場

合、この機能を有効

にすると、DCPMM
に対するディレクト

リの更新が排除され

るため、DDRTの帯
域幅が制限された

ワークロードに役立

ちます。ディレクト

リは、ファーメモリ

アクセスに対して無

効になっており、代

わりにリモートソ

ケットをスヌーピン

グして所有権を確認

します。ディレクト
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

リは DRAM (メモリ
の近く)にのみ使用さ
れます。
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、有効

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

すべての

M5サー
バー

4.0 (1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

ADのSnoopy
モード
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

すべてのDRAMアク
セスでディレクトリ

を維持しながら、

DCPMMアクセスの
スヌーピングモード

を有効にします。ス

ヌープは、ソケット

間のキャッシュの一

貫性を維持します。

ディレクトリは、リ

モートノード情報を

ローカル（メモリ

内）に保持すること

でスヌープを削減し

ます。ディレクトリ

のルックアップと更

新により、メモリト

ラフィックが追加さ

れます。

ディレクトリは、

DRAMには適してい
ますが、DCPMMに
は必ずしも適してい

ません。非 NUMA
ワークロードの場

合、この機能を有効

にすると、DCPMM
に対するディレクト

リの更新が排除され

るため、DDRTの帯
域幅が制限された

ワークロードに役立

ちます。ディレクト

リは ADへのアクセ
スに対して無効にな

り、代わりにリモー

トソケットをスヌー

ピングして所有権を

確認します。ディレ

クトリはDRAMアク
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョ

ン

セスにのみ使用され

ます。

無効、有効、自動

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•自動：このオプ
ションは自動モー

ドに設定されてい

ます。

C125 M5
サーバー

4.1(3)システムメモリに格

納されているすべて

のデータの透過的な

ハードウェアメモリ

暗号化を提供しま

す。

透過的セ

キュアメモ

リ暗号化

Disable-All-2All,
Hemisphere-2-clusters

C220
M6、
C240
M6、
B200
M6、
X210 M6

4.2(1)名前が示すように、

UMAベースのクラス
タリングは、プロ

セッサが Uniform
Memory Access
（UMA）ノードとし
て構成されている場

合、つまりSNCが無
効になっている場合

に推奨されるクラス

タリングモードで

す。

[UMAベー
スのクラス

タリング

（UMA
Based
Clustering）]

1LM、2LM

• 1LM：1層メモリ
（1LM）を構成し
ます。

• 2LM：2層メモリ
（1LM）を構成し
ます。

C220
M6、
C240
M6、
B200
M6、
X210C
M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

メモリモードの構成

を許可します。

揮発性メモ

リモード
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第 7 章

PCI

• PCI（69ページ）

PCI
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができる PCI BIOS
設定を示しています。

サポートされる属性説明名前

依

存

関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、自動、ForceL0

• ForceL0：すべてのリン
クを強制的にL0スタン
バイ（L0s）状態にしま
す。

すべての

M5サー
バー

4.0(1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

BIOSでの ASPM（アク
ティブ電源状態管理）サ

ポートのレベルを設定で

きます。

[ASPMの
サポート

（ASPM
Support）]
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サポートされる属性説明名前

依

存

関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

すべての

M5サー
バー

4.0 (1)、
4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)

64ビット PCIデバイス
の 4 GB以上のアドレス
空間に対するメモリ

マップド I/Oを有効また
は無効にします。レガ

シーなオプション ROM
は 4 GBを超えるアドレ
スにアクセスできませ

ん。PCIデバイスが 64
ビット対応でも、レガ

シーなオプション ROM
を使用する場合は、この

設定をイネーブルにして

も正しく機能しない場合

があります。

4GiB超の
メモリ

マップ式
IO

無効、有効

•無効：このオプション
は無効です。

•有効：このオプション
は有効です。

C225M6、
C245M6
C125M5、
C220M4、
C240M4、
C3X60M4

4.2 (1)サーバ上で SR-IOV
（Single Root I/O
Virtualization）を有効ま
たは無効にします。

[SR-IOV
のサポー

ト

（SR-IOV
Support）]
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サポートされる属性説明名前

依

存

関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

オフボード、オンボード、

オンボード VGAが無効

• [Onboard]：オンボード
VGAデバイスが優先さ
れます。BIOSポスト画
面およびOSブートはオ
ンボードVGAポート経
由で駆動されます。

•オフボード：PCIEグラ
フィックスアダプタが

優先されます。BIOSポ
スト画面およびOSブー
トは外部グラフィック

スアダプタポート経由

で駆動されます。

•オンボード VGAが無
効：PCIEグラフィック
スアダプタが優先さ

れ、オンボードVGAデ
バイスは無効になりま

す。

オンボード

VGAが
ディセーブ

ルの場合、

vKVMは機
能しませ

ん。

（注）

C220 M5、
C240 M5

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)

システムに複数の VGA
デバイスがある場合、

VGAグラフィックスデ
バイスの優先順位を設定

できるようにします。

[VGAの優
先順位

（VGA
Priority）]
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第 8 章

電源およびパフォーマンス

•電源およびパフォーマンス（73ページ）

電源およびパフォーマンス
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して構成できるBIOS設定の電源
とパフォーマンスを示しています。

サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、有効

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

有効にすると、

CPUは非コア自動
降格情報に基づい

てC1状態に自動的
に降格します。

C1自動降格

無効、有効

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

プロセッサがC1降
格状態から自動的

に解除できるよう

にするかどうかを

選択します。

C1自動降格解
除
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、自動

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•自動：パフォー
マンスをブース

トする方法を

CPUで自動的に
決定します。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

AMDプロセッサが
アイドル状態（ほ

とんど使用されて

いない状態）のと

きにコアの周波数

を上げるかどうか

を指定します。

[コアパ
フォーマンス

ブースト

（Core
Performance
Boost）]

自動、無効、有効

•自動：このオプ
ションは自動

モードに設定さ

れています。

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

AMDプロセッサが
IOベースの Cス
テートジェネレー

ションおよびDFC
ステートを制御す

るかどうかです。

[グローバルC
ステート制御

（Global C
State
Control）]

自動、無効、有効

•自動：このオプ
ションは自動

モードに設定さ

れています。

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

プロセッサで、

AMDハードウェア
プリフェッチ機構

が必要に応じて

データおよび命令

ストリームをメモ

リから取得し、L1
または L2キャッ
シュに入れること

を許可するかどう

か設定します。

[Lnストリー
ム HWプリ
フェッチャー

（Ln Stream
HW
Prefetcher）]。
nの値は 1お
よび 2です。
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

自動、パフォーマン

ス、電源

•自動：CPUはデ
フォルトの決定

論的な電源設定

を自動で使用し

ます。

•パフォーマン
ス：プロセッサ

は、最適なパ

フォーマンスか

つ一貫した方法

で動作します。

•電源：プロセッ
サは、ダイごと

に許容される最

大のパフォーマ

ンスで動作しま

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

AMDプロセッサに
より動作方法を決

定できます。

[デタミニズム
スライダ

（Determinism
Slider）]

自動、有効

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

•自動：CPUはデ
フォルト設定を

自動で使用しま

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

効率に基づいて消

費電力を設定でき

ます。

効率モードが

有効
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

自動、無効、有効

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•自動：CPUはデ
フォルト設定を

自動で使用しま

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

コラボレーティブ

プロセッサパ

フォーマンス制御

を設定できます。

CPPC

自動、手動

•自動：プロセッ
サの定格TDP値
を使用します。

•手動：TDP値を
カスタマイズで

きます。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

熱設計出力

（TDP）のカスタ
マイズされた値を

設定できます。

[cTDPコント
ロール（cTDP
Control）]

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
76

電源およびパフォーマンス

電源およびパフォーマンス



サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

無効、自動

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•自動：サーバー
設定を調整し

て、プロセッサ

のパフォーマン

スを向上させる

ことができま

す。

この機

能を有

効にす

ると、

消費電

力が増

加する

可能性

があり

ます。

（注）

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

サーバー設定を自

動的に調整するこ

とにより、CPUパ
フォーマンスを向

上させます。

強力なCPUパ
フォーマンス
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

この機

能を使

用する

には、

サー

バーが

次の要

件を満

たして

いる必

要があ

りま

す。

•サー
バー

が、
Barlow
Pass
DIMM
を

使

用

し

て

い

な

い

こ

と。

• Cisco
UCS
C220
M6
サー

バー

の
DIMM
モ

ジュー

ル

サ
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

イ

ズ

は
64
GB
未

満

で

あ

り、
Cisco
UCS
C240
M6
サー

バー

で

は
256
GB
未

満

で

あ

る

こ

と。
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

•サー
バー

に
GPU
カー

ド

が

搭

載

さ

れ

て

い

な

い

こ

と。

無効、有効、自動

•無効：デッドラ
インは常に削除

されます。LLC
に書き込まれる

ことはありませ

ん。

•有効：使用可能
な空きスペース

がある場合、

デッドラインを

LLCに書き込む
ことをLLCに許
可します。これ

がデフォルトの

オプションで

す。

•自動：CPUが
LLCのデッドラ
インの割り当て

を決定します。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

CPUの非包括的
キャッシュスキー

ムでは、中間レベ

ルキャッシュ

（MLC）から削除
された内容が最終

レベルキャッシュ

（LLC）に書き込
まれます。行を

MLCから削除する
際、コアはそれら

にデッドとしてフ

ラグを立てること

があります（再度

読み取られる可能

性が小さい場

合）。LLCには、
デッドラインを削

除し、LLCに書き
込まないオプショ

ンがあります。

LLCデッドラ
イン

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
80

電源およびパフォーマンス

電源およびパフォーマンス



サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バージョ

ン

自動、1、2、3すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

プロセッサが必要

とする数のウルト

ラパスインターコ

ネクト（UPI）リン
クを有効にしま

す。

UPIリンク有
効化

無効、有効

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

UPI電力管理は、
サーバーの電力を

節約するために使

用できます。

UPI電源管理

無効、有効

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

仮想NUMA（仮想
非均一メモリアク

セス）は、VMware
仮想マシン（VM）
のメモリアクセス

最適化方法であ

り、メモリ帯域幅

のボトルネックを

防ぐのに役立ちま

す。

[仮想 NUMA
（Virtual
NUMA）]

無効、有効

•無効：このオプ
ションは無効で

す。

•有効：このオプ
ションは有効で

す。

•自動：CPUが機
能を決定しま

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

この機能は、LLC
要求を複製し、最

近の LLC履歴に基
づいてリモートマ

シンの適切なメモ

リコントローラに

送信して、待ち時

間を減らします。

XPTリモート
プリフェッチ
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第 9 章

プロセッサ

•プロセッサ（83ページ）

プロセッサ
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるプロセッ
サの BIOS設定を示しています。

サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

この値を指定

するには、
[CPU
Performance]
を [Custom]に
設定する必要

があります。

[Custom]以外
の値の場合

は、このオプ

ションより

も、選択され

た CPUパ
フォーマンス

プロファイル

の設定が優先

されます。

無効、有効

•無効：こ
のオプ

ションは

無効で

す。

•有効：こ
のオプ

ションは

有効で

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサで

必要な行のみ

を取得するの

ではなく、偶

数または奇数

のペアの

キャッシュ行

を取得するか

どうか設定し

ます。

[隣接キャッ
シュ行のプリ

フェッチ

（Adjacent
Cache Line
Prefetcher）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

自動、300、
900、1500、
3000

• [Auto]：
物理的な

高度を

CPUに
よって判

別しま

す。

• .n M（n
が 300、
900、
1500、
3000の場
合）：

サーバー

は海抜約

nメート
ルです。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

物理サーバが

インストール

されている地

点のおよその

海抜（m単
位）。

[高度
（Altitude）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

HALT命令を
MWAIT命令
に変換する

CPU自律
C-stateを有効
にします。

[自律コアC状
態

（Autonomous
Core C
state）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

これにより、

CPU自律状態
が有効または

無効になりま

す。

[CPU自律 C
状態（CPU
Autonomous C
State）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

オペレーティ

ングシステム

のハンドオフ

前に設定され

る BIOSパ
フォーマンス

状態を選択で

きます。

[ブートパ
フォーマンス

モード（Boot
Performance
Mode）]

Rowhammerス
タイルの攻撃

を軽減するた

めに、この設

定は無効のデ

フォルト状態

のままにする

ことを推奨し

ます。

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

メモリがアク

ティブで、指

定されたウィ

ンドウ内でリ

フレッシュを

実行するとき

に、メモリコ

ントローラが

リフレッシュ

サイクルを延

期できるよう

にします。遅

延リフレッ

シュサイクル

は、複数のリ

フレッシュサ

イクルのバー

ストで実行さ

れる場合があ

ります。

バーストリフ

レッシュおよ

び遅延リフ

レッシュ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

自動、0、1

•自動：
SMUの自
動 ApbDis
を設定し

ます。こ

れがデ

フォルト

のオプ

ションで

す。

• 0：SMU
への

ApbDisを
クリアし

ます。

• 1：SMU
への

ApbDisを
セットし

ます。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

SMUの
APBDIS（アル
ゴリズムパ

フォーマンス

ブースト

（APB）無効
化）値を選択

できます。

APBDIS
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

このトークン

は、7xx2およ
び 7xx3モデル
のプロセッサ

を搭載した

サーバーにの

み適用されま

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

1つ以上のコ
アの動作を停

止する機能を

提供します。

シリコン回路

でサポートさ

れています。

OSの制限、ま
たはシステム

の電力削減要

件により、コ

ア数を減らす

ことが望まし

い場合があり

ます。この項

目により、実

行中のコアの

数を制御でき

ます。この設

定では、プロ

セッサで使用

可能なコアの

数を減らすこ

としかできま

せん。

ダウンコア制

御
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

自動、2
（2+0）、2
（1+1）、3
（3+0）、6
（3+3）、4
（2+2）、4
（2+0）

•自動：有
効化する

必要のあ

るコアの

数を CPU
で判断し

ます。こ

れがデ

フォルト

のオプ

ションで

す。

• 2（2+0）/
（1+1）：
片方の

CPUコン
プレック

スで 2つ
のコアを

有効にし

ます。

• 3
（3+0）：
1つの
CPUコン
プレック

スで 3つ
のコアを

有効にし

ます。

• 4（4+0）/
（2+2）：
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

1つの
CPUコン
プレック

スで 4つ
のコアを

有効にし

ます。

• 6
（3+3）：
1つの
CPUコン
プレック

スで 6つ
のコアを

有効にし

ます。

自動、無効、

有効

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

ストリーミン

グストア機能

を有効にしま

す。

ストリーミン

グストア制御
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

自動、P0、
P1、P2、P3

•自動：プ
ロセッサ

に適した

有効な P
状態を設

定しま

す。これ

がデフォ

ルトのオ

プション

です。

• P0～
P3：最高
の SOC P
状態から

最低の

SOC P状
態。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

このオプショ

ンは、APBDIS
（アルゴリズ

ムパフォーマ

ンスブースト

（APB）無効
化）が設定さ

れている場合

のターゲット

Pステートを
定義します。

P-xは、取り付
けられている

プロセッサの

有効な Pス
テートを指定

します。

固定された
SOC P-State

自動、無効、

有効

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムで長

時間のアイド

ル状態が予想

される場合、

この制御によ

り、システム

は、システム

をさらに低電

力状態に設定

できる DF C
ステートに移

行できます。

DF C-State

自動、無効、

有効

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムで有

効にしたい電

荷結合デバイ

スCCDの数を
指定できま

す。

CCD制御
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

自動、無効、

有効

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

1つ以上のコ
アの動作を停

止する機能を

提供します。

シリコン回路

でサポートさ

れています。

OSの制限、ま
たはシステム

の電力削減要

件により、コ

ア数を減らす

ことが望まし

い場合があり

ます。この項

目により、実

行中のコアの

数を制御でき

ます。この設

定では、プロ

セッサで使用

可能なコアの

数を減らすこ

としかできま

せん。

[CPUダウンコ
ア制御（CPU
Downcore
control）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効C225M6, C245
M6

4.2(1)同時マルチス

レッド化

（SMT）は、
複数の命令ス

トリーム（ス

レッド）を同

じ物理プロ

セッサー上で

同時に実行で

きるようにす

るプロセッサ

テクノロジー

であり、全体

的なスルー

プットを向上

させます。

[CPU SMT
モード（CPU
SMT Mode）]

自動、無効、

有効

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.2(1)各CCXがその
オンドメイン

にあると宣言

されている物

理ドメインの

上に仮想ドメ

インのレイ

ヤーを作成し

ます。

NUMAドメイ
ンとしての
ACPI SRAT
L3キャッシュ

自動、片道か

ら四方

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

CPUがメモリ
ブロックを分

割して、イン

ターリーブさ

れたチャネル

間にデータの

連続部分を分

散し、同時読

み取り動作を

有効にするか

どうか設定し

ます。

[チャネルイン
ターリーブ

（Channel
Interleaving）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

このオプショ

ンは、18 Gbps
XGMIリンク
速度を有効に

します。

Cisco xGMIの
最大速度

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

クローズド

ループサーマ

ルスロットリ

ングを構成す

るには

[クローズド
ループサーマ

ルスロットリ

ング（Closed
Loop Thermal
Throttling）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

CMCIの生成
を有効にしま

す。

[プロセッサ
CMCI
（Processor
CMCI）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

TDPを構成す
るには。

[TDP構成
（Config
TDP）]

通常、レベル

1、レベル 2
すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

熱設計出力

（TDP）のカ
スタマイズさ

れた値を設定

できます。

設定可能な

TDPレベル
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

オペレーティ

ングシステム

がこの機能を

サポートする

かどうかにつ

いては、オペ

レーティング

システムのベ

ンダーに問い

合わせること

を推奨しま

す。

すべて、1～
64

• [All]：す
べての論

理プロ

セッサコ

アの多重

処理を有

効にしま

す。

• 1～64：
サーバー

で実行可

能な CPU
あたりの

論理プロ

セッサコ

アの数を

指定しま

す。マル

チプロ

セッシン

グを無効

にして、

サーバー

で動作す

る CPUご
との論理

プロセッ

サコアを

1つのみ
にするに

は、[1]を
選択しま

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)、
5.0(1)、5.0(2)

パッケージ内

の CPUごとの
論理プロセッ

サコアの状態

を設定しま

す。値として

[すべて
（All）]を選
択すると、

Intelハイパー
スレッディン

グテクノロ

ジーも有効に

なります。

Core Multi
Processing
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

電源テクノロ

ジーをカスタ

ムに設定する

必要がありま

す。そのよう

にしない場

合、このパラ

メータの設定

は無視されま

す。

パフォーマン

ス、バランス

の取れたパ

フォーマン

ス、バランス

の取れたエネ

ルギー、エネ

ルギー効率

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムパ

フォーマンス

またはエネル

ギー効率がこ

のサーバで重

要かどうかを

決定できるよ

うにします。

[エネルギーパ
フォーマンス

（Energy
Performance）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

アイドル状態

のときに CPU
を最大非ター

ボ周波数未満

にすることが

できるかどう

か設定しま

す。

[周波数フロア
オーバーライ

ド（Frequency
Floor
Override）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

サーバー設定

を自動的に調

整することに

よる CPUパ
フォーマン

ス。

[CPUパフォー
マンスプロ

ファイル

（CPU
Performance）]

無効、エネル

ギー効率、カ

スタム、パ

フォーマンス

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

Enhanced Intel
Speedstep
Technology、
Intelターボ
ブーストテク

ノロジー、お

よびプロセッ

サパワース

テート C6の
CPU電源管理
設定を構成で

きます。

[電源テクノロ
ジー（Power
Technology）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

CPUまたは
I/Oから読み取
り要求があっ

た時に発生し

たシングル

ビットメモリ

エラーを、シ

ステムで修正

するかどうか

設定します。

[スクラブを要
求（Demand
Scrub）]

自動、無効、

有効

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサ

で、データを

I/Oデバイスか
ら直接プロ

セッサキャッ

シュに入れる

ことにより、

I/Oパフォーマ
ンスを向上さ

せることがで

きます。この

設定はキャッ

シュミスを減

らすのに役立

ちます。

[ダイレクト
キャッシュア

クセスのサ

ポート

（Direct Cache
Access
Support）]

自動、バラン

ス、パフォー

マンス、エネ

ルギー効率

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

メモリ帯域幅

と消費電力に

関してシステ

ム設定を調整

できます。

[DRAMク
ロックスロッ

トリング

（DRAM
Clock
Throttling）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

エネルギー効

率の高いター

ボが有効に

なっている場

合、CPUの最
適なターボ周

波数は、CPU
使用率に基づ

いてダイナ

ミックになり

ます。パワー/
パフォーマン

スのバイアス

設定も、エネ

ルギー効率の

高いターボに

影響します。

[エネルギー効
率ターボ

（Energy
Efficient
Turbo）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

BIOSまたは
OSによってエ
ネルギーパ

フォーマンス

のバイアス調

整をオンにで

きるかどうか

を指定しま

す。オプショ

ンは [BIOS]と
[OS]です。

[エネルギーパ
フォーマンス

チューニング

（Energy
Performance
Tuning）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサで

拡張版 Intel
SpeedStepテク
ノロジーを使

用するかどう

か設定しま

す。このテク

ノロジーで

は、プロセッ

サの電圧やコ

ア周波数をシ

ステムが動的

に調整できま

す。このテク

ノロジーによ

り、平均電力

消費量と平均

熱発生量が減

少する可能性

があります。

[拡張 Intel
Speedstepテク
ノロジー

（Enhanced
Intel
Speedstep\（R\)
Technology）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムパ

フォーマンス

またはエネル

ギー効率がこ

のサーバで重

要かどうかを

決定できるよ

うにします。

プロセッサ

EPPの有効化

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムパ

フォーマンス

またはエネル

ギー効率がこ

のサーバで重

要かどうかを

決定できるよ

うにします。

[EPPプロファ
イル（EPP
Profile）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

サーバーのメ

モリ領域を分

類し、アプリ

ケーション

コードを実行

可能な場所を

指定します。

この分類の結

果、悪意のあ

るワームが

バッファに

コードを挿入

しようとした

場合、プロ

セッサでコー

ドの実行を無

効化します。

この設定は、

損害、ワーム

の増殖、およ

び特定クラス

の悪意のある

バッファオー

バーフロー攻

撃を防止する

のに役立ちま

す。

Execute
Disable Bit

無効、有効、

X2APIC、
XAPIC

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

Application
Policy
Infrastructure
Controller
（APIC）アー
キテクチャタ

イプを設定で

きます。

[ローカル X2
Apic（Local
X2 Apic）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサ

で、インテル

ハードウェア

プリフェッ

チャが必要に

応じてデータ

および命令ス

トリームをメ

モリから取得

し、統合 2次
キャッシュに

入れることを

許可するかど

うか設定しま

す。

[ハードウェア
プリフェッチ

（Hardware
Prefetcher）]

無効、HWPM
ネイティブ

モード、
HWPM OOB
モード

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサの
Hardware
Power
Management
（HWPM）を
有効にしま

す。

[CPUハード
ウェアパワー

管理（CPU
Hardware
Power
Management）]

自動、1方向
インターリー

ブ、2方向イ
ンターリーブ

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

この BIOSオ
プションは、
Integrated
Memory
Controller
（IMC）間の
インターリー

ブを制御しま

す。

[IMCインター
リーブ（IMC
Interleaving）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
5.0(1)、5.0(2)

Intelダイナ
ミック速度選

択モードで

は、ユーザー

は自動モード

で異なる速度

とコアを使用

して CPUを動
作させること

ができます。

Intel Dynamic
Speed Select

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、4.1(3)

プロセッサで

インテルハイ

パースレッ

ディングテク

ノロジーを使

用するかどう

か設定しま

す。このテク

ノロジーで

は、マルチス

レッドソフト

ウェアアプリ

ケーションの

スレッドを各

プロセッサ内

で並列に実行

できます。

[インテルハイ
パースレッ

ディングテク

ノロジー

（Intel
HyperThreading
Tech）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、

プロセッサで

インテルター

ボブーストテ

クノロジーを

使用するかど

うか設定しま

す。このテク

ノロジーで

は、仕様より

も低い電力、

温度、または

電圧でプロ

セッサが動作

していると、

自動的にその

プロセッサの

周波数が上が

ります。

[インテルター
ボブーストテ

クノロジー

（Intel Turbo
Boost Tech）]

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、4.1(3)

Intel
Virtualization
Technology for
Directed I/O
（VT-R）をプ
ロセッサで使

用するかどう

か設定しま

す。

Intel(R) VT

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、4.1(3)

プロセッサで

DCU IPプリ
フェッチメカ

ニズムを使用

して履歴

キャッシュア

クセスパター

ンを分析し、

L1キャッシュ
内で最も関連

性の高い行を

プリロードし

ます。

[DCU IPプリ
フェッチ

（DCU IP
Prefetcher）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、4.1(3)

KTIプリ
フェッチは、

DDRバス上で
メモリ読み込

みが早期に開

始されるよう

にするメカニ

ズムです。

[KTIプリ
フェッチ

（XPT
Prefetch）]

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサが

LLCプリ
フェッチメカ

ニズムを使用

してデータを

LLCにフェッ
チするかどう

か設定しま

す。

LLCプリ
フェッチ

（LLC
Prefetch）

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、4.1(3)

メモリの更新

中に別のメモ

リにアクセス

できるよう

に、CPUが物
理メモリをイ

ンターリーブ

するかどうか

設定します。

Intelメモリイ
ンターリーブ

パッケージ C
の状態制限を

変更する場合

は、電源テク

ノロジーがカ

スタムに設定

されているこ

とを確認しま

す。

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

アイドル時に

サーバコン

ポーネントが

使用できる電

力量を設定し

ます。

[パッケージ C
Stateリミット
（Package C
State Limit）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

間隔が短いほ

ど、スクラブ

により多くの

メモリ帯域幅

が使用されま

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

フルメモリス

キャンの間隔

を設定しま

す。

[パトロールス
クラブ

（Patrol
Scrub）]

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
104

プロセッサ

プロセッサ



サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効

•有効：シ
ステムは

定期的に

メモリを

読み書き

して ECC
エラーを

探しま

す。エ

ラーが見

つかる

と、シス

テムは修

復を試み

ます。こ

のオプ

ションに

より、単

一ビット

エラーは

複数ビッ

トエラー

になる前

に修正さ

れる場合

がありま

すが、パ

トロール

スクラブ

の実行時

にパ

フォーマ

ンスが低

下する場

合もあり

ます。

•無効：
CPUがメ
モリアド
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

レスの読

み取りま

たは書き

込みを行

うときの

み、シス

テムはメ

モリの

ECCエ
ラーを

チェック

します。

プラット

フォームのデ

フォルト

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムに、5
～ 23時間間隔
でサーバーの

メモリ（未使

用部分も含

む）における

単一ビットメ

モリエラーを

検出させて修

復させるかど

うか設定しま

す。

[パトロールス
クラブ間隔

（Patrol Scrub
Interval）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

C1に入ってプ
ロセッサが最

低周波数に遷

移できるよう

にします。こ

の設定は、

サーバをリ

ブートするま

で有効になり

ません。

[プロセッサ
C1E
（Processor
C1E）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効、

ACPI C2、
ACPI C3

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサか

らオペレー

ティングシス

テムに C3レ
ポートを送信

するかどう

か。

[プロセッサ
C3レポート
（Processor C3
Report）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサか

らオペレー

ティングシス

テムに C6レ
ポートを送信

するかどう

か。

[プロセッサ
C6レポート
（Processor C3
Report）]

自動、無効、

有効

C225 M5、
C245 M5、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

AMDプロセッ
サが IOベース
の Cステート
ジェネレー

ションおよび

DF Cステート
を制御するか

どうかです。

[CPU C State]

電源テクノロ

ジーをカスタ

ムに設定する

必要がありま

す。そのよう

にしない場

合、このパラ

メータの設定

は無視されま

す。

SW All、HW
All、SW Any

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

BIOSがオペ
レーティング

システムに

P-stateサポー
トモデルを伝

達する方法を

定義できま

す。Advanced
Configuration
and Power
Interface
（ACPI）仕様
では、次の 3
つのモデルが

定義されてい

ます。

[P-Stateの調
整（P-STATE
Coordination)]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

BIOS、OS、
PECI

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

BIOSまたは
OSによってエ
ネルギーパ

フォーマンス

のバイアス調

整をオンにで

きるかどうか

を指定しま

す。オプショ

ンは [BIOS]と
[OS]です。

[電力パフォー
マンス調整

（Power
Performance
Tuning）]

自動、

9.6GT/S、
10.4GT/S、
11.2GT/S、
12.8GT/s、
14.4GT/s、
16.0GT/s

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)、
5.0(1)、5.0(2)

拡張 APICサ
ポートをイ

ネーブルまた

はディセーブ

ルにできま

す。

UPI Link
Frequency
Select

自動、1方
向、2方向、4
方向、8方向

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

1つのランク
を更新中に別

のランクにア

クセスできる

よう、CPUが
メモリの物理

ランクをイン

ターリーブす

るかどうか設

定します。

[ランクイン
ターリーブ

（Rank
Interleaving）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサで

AMD同時マル
チスレッディ

ング

（Simultaneous
MultiThreading）
テクノロジー

を使用するか

どうかを指定

します。この

テクノロジー

では、マルチ

スレッドソフ

トウェアアプ

リケーション

のスレッドを

各プロセッサ

内で並列に実

行できます。

[SMTモード
（SMT
Mode）]

無効、有効、

SNC2、SNC4
すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

CPUがサブ
NUMAクラス
タリングをサ

ポートするか

どうか設定し

ます。そのク

ラスタリング

では、タグ

ディレクトリ

とメモリチャ

ネルは常に同

じ領域になり

ます。

[サブ NUMA
クラスタリン

グ（Sub Numa
Clustering）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサで

DCU IPプリ
フェッチメカ

ニズムを使用

して履歴

キャッシュア

クセスパター

ンを分析し、

L1キャッシュ
内で最も関連

性の高い行を

プリロードし

ます。

[DCUスト
リーマプリ

フェッチ

（DCU
Streamer
Prefetch）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサが

AMDセキュア
仮想マシンテ

クノロジを使

用するかどう

か設定しま

す。

[SVMモード
（SMT
Mode）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)、
5.0(1)、5.0(2)

プロセッサの

非コア部分の

周波数のス

ケーリングを

設定できま

す。

非コア周波数

スケーリング

平衡化、I/O
重視、

NUMA、UMA

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

この機能を使

用すると、

ワークロード

を最適化でき

ます。

[ワークロード
設定

（Workload
Configuration）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

XPTプリ
フェッチを使

用して、最後

のレベルの

キャッシュに

読み取り要求

を送信できる

ようにして、

その要求のコ

ピーをメモリ

コントローラ

のプリフェッ

チャに発行す

るかどうか設

定します。

[XPTプリ
フェッチ

（XPT
Prefetch）]

無効、有効C220M6、
C240M6、
B200M6、
X210C M6

4.2(3)OSが x2APIC
で動作してい

ないときに、

OSが拡張
xAPIC
（x2APIC）
モードを有効

にしないよう

にします。

X2APICオプ
トアウトフラ

グ
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第 10 章

QPI

• QPI（113ページ）

QPI
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができる QPIの
BIOS設定を示しています。

サポートされる属性説明名前

依

存

関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョン

自動、6.4 GT/s、7.2 GT/s、8.0 GT/s、
9.6 GT/s

C220 M5、
C240 M5、
B200 M5、
C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)

Intel QuickPath
Interconnect
（QPI）のリ
ンク周波数

で、MT/s（毎
秒 100万転
送）単位で選

択します。

[QPIリン
クの周波数

選択（QPI
Link
Frequency
Select）]
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サポートされる属性説明名前

依

存

関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョン

ホームスヌープ、Cluster On Die、
OSB付きホームディレクトリスヌー
プ、早期スヌープ、自動

• [ホームスヌープ（Home
Snoop）]：スヌープは、常に、
メモリコントローラのホーム

エージェント（集中型リング停

止）によって起動されます。こ

のモードは、早期スヌープより

ローカル遅延が多くなりますが、

未処理トランザクションが増え

た場合に予備のリソースを使用

できます。

• Cluster On Die：このモードは、
コアが10以上のプロセッサでの
み使用できます。高度に NUMA
最適化されたワークロードに最

適なモードです。

• [早期スヌープ（EarlySnoop）]：
分散キャッシュリング停止で、

別のキャッシングエージェント

にスヌーププローブまたは要求

を直接送信できます。このモー

ドは、遅延が少なく、スレッド

全体でデータセットを共有して

いるためにキャッシュ間転送か

らメリットが得られるワークロー

ドやNUMA最適化されていない
ワークロードに最適です。

C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.2(1)いずれかのス

ヌープモード

で QPIを構成
できます。

[QPIス
ヌープモー

ド（QPI
Snoop
Mode）]

Intersight管理モードの Cisco USCサーバー BIOSトークン
114

QPI
QPI



第 11 章

シリアルポート

•シリアルポート（115ページ）

シリアルポート
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できるシリアルポートの
BIOS設定の一覧を示します。

サポートされる属性説明名前

依存関

係

値プラットフォームバージョ

ン

有効、無

効

C225 M6、C245 M6、
B200 M6、X210C M6

4.2(1)シリアルポート A
を有効または無効に

します。

[シリアル A有効
化（Serial A
Enable）]
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第 12 章

サーバ管理

•サーバ管理（117ページ）

サーバ管理
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できるサーバー管理 BIOS
設定の一覧を示します。

サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョ

ン

有効、無効C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.2(1)プロセッサバスパリティ

エラー（PERR）の発生時
に、BIOSがマスク不能割
り込み（NMI）を生成
し、エラーをログに記録

するかどうかを設定しま

す。

[PERR上の
NMIアサート
（Assert NMI
on PERR）]

有効、無効C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.2(1)システムエラー

（SERR）の発生時に、
BIOSがマスク不能割り込
み（NMI）を生成し、エ
ラーをログに記録するか

どうかを設定します。

[SERR上の
NMIアサート
（Assert NMI
on SERR）]
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョ

ン

この設

定は、

リモー

トター

ミナル

アプリ

ケー

ション

上の設

定と一

致して

いる必

要があ

りま

す。

9.6k、19.2k、
38.4k、57.6k、
115.2k

C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

シリアルポートの伝送速

度として使用されるボー

レート。[コンソールリダ
イレクション（Console
Redirection）]を無効にし
た場合、このオプション

を使用できません。

[ボーレート
（Baud
Rate）]

有効、無効C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.2(1)一貫したデバイスの命名

によって、一貫した方法

でイーサネットインター

フェイスに名前を付ける

ことができます。これに

よりイーサネットイン

ターフェイスの名前は、

より統一され、識別しや

すくなり、アダプタや他

の設定に変更が加えられ

ても永続的に保持されま

す。

[コンシステン
トデバイス

ネーミング

（Consistent
Device
Naming]）
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョ

ン

有効、無効C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6、
X210C M6

4.2(1)このトークンが有効に

なっているときに、BIOS
はCPU/メモリ設定情報と
共にメモリトレーニング

結果(最適化されたタイミ
ング/電圧値)を保存し、
それらをその後のリブー

トに再使用して、ブート

時間を短縮します。保存

済みメモリのトレーニン

グ結果は、最後の保存操

作後の24時間以内に、リ
ブートが発生した場合に

のみ使用されます。

[適応型メモリ
トレーニング

（Adaptive
Memory
Training）]

最大、最大、標準

•最小：重要な
メッセージがロ

グファイルに表

示されます。こ

れはデフォルト

のオプションで

す。

•最小：警告およ
びロードメッ

セージがログ

ファイルに表示

されます。

•標準：標準に加
え、情報関連の

メッセージがロ

グファイルに表

示されます。

C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.2(1)このオプションは、BIOS
techログファイルのメッ
セージのタイプを示しま

す。

[BIOS Techlog
レベル（BIOS
Techlog
Level）]
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョ

ン

有効、無効C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.2(1)オプション ROMの起動
は PCIスロットレベルで
管理されます。デフォル

トで有効になっていま

す。多数のネットワーク

コントローラおよびオプ

ション ROMをもつスト
レージHBAから成る設定
では、すべてのオプショ

ンROMは、PCIスロット
のオプション ROMコン
トロールがすべてに対し

て有効になっている場合

に起動できます。ただ

し、ブートプロセスで

は、コントローラのサブ

セットのみを使用できま

す。このトークンが有効

になっているときに、

ブートポリシーに存在す

るこれらのコントローラ

でのみ、オプションROM
が起動されます。

[オプション
ROM起動最適
化

（OptionROM
Launch
Optimization）]
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョ

ン

このオ

プショ

ンを有

効にす

る場合

は、
POST
中に表

示され

る Quiet
Bootの
ロゴ画

面を無

効にし

ます。

無効、COM0、COM
1、serial-port-bプ
ラットフォームデ

フォルト

• COM0は POST
中にコンソール

リダイレクショ

ン用のシリアル

ポートを有効に

します。このオ

プションはM6
ブレードサー

バーおよびラッ

クマウント

サーバーに対し

てのみ有効で

す。

• COM1または
serial-port-bは
コンソールリ

ダイレクション

用にシリアル

ポート Bを有
効にし、サー

バー管理タスク

実行を許可しま

す。このオプ

ションは、ラッ

クマウント

サーバーでのみ

有効です。

C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

POSTおよびBIOSのブー
ト中に、シリアルポート

をコンソールリダイレク

ションで使用できるよう

にします。BIOSのブート
が完了し、オペレーティ

ングシステムがサーバー

を担当すると、コンソー

ルリダイレクションの関

連性はなくなり、無効に

なります。

コンソールリ

ダイレクショ

ン（Console
Redirection）
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョ

ン

この設

定は、

リモー

トター

ミナル

アプリ

ケー

ション

上の設

定と一

致して

いる必

要があ

りま

す。

なし、RTC-CTSC240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

フロー制御にハンドシェ

イクプロトコルを使用す

るかどうかを設定しま

す。送信要求/クリアツー
センド（RTS/CTS）を使
用すると、隠れた端末の

問題が原因で発生する可

能性がある、フレームコ

リジョンを減らすことが

できます。

[フロー制御
（Flow
Control）]

有効、無効C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

POST中にシステムがハ
ングアップした場合に、

システムを回復するため

に FRB2タイマーを使用
するかどうかを指定しま

す。

[FRB-2タイ
マー（FRB-2
Timer）]

有効、無効C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.2(1)シリアルポートでのレガ

シーなオペレーティング

システム（DOSなど）か
らのリダイレクションを

イネーブルにするかどう

か設定します。

レガシーOSリ
ダイレクト

（Legacy OS
Redirection）
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョ

ン

有効、無効C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

BIOSが、定義済みのタイ
ムアウト値を持つウォッ

チドッグタイマーをプロ

グラムするかどうか設定

します。タイマーが切れ

る前にオペレーティング

システムのブートが完了

しないと、CIMCはシス
テムをリセットし、エ

ラーがログに記録されま

す。

[OSウォッチ
ドッグタイ

マー（OS Boot
Watchdog
Timer）]

電源オフ、リセットC240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

ウォッチドッグタイマー

が切れた場合にシステム

で実行されるアクショ

ン。

[OS Boot
Watchdog
Timer Policy

5分、10分、15
分、20分

C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

BIOSでウォッチドッグ
タイマーの設定に使用さ

れるタイムアウト値。

[OSブート
ウォッチドッ

グタイマータ

イムアウト

（OS Boot
Watchdog
Timer
Timeout]）

有効、無効C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.2(1)Windowsの Special
Administration Control
（SAC）で使用。このオ
プションを使用すると、

Windows緊急管理サービ
スに使用できる COM
ポート 0を設定できま
す。このセットアップオ

プションに基づいてACPI
SPCRテーブルが報告さ
れます。

[アウトオブバ
ンド管理ポー

ト

（Out-of-Band
Mgmt Port）]
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョ

ン

C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.2(1)PuTTYファンクション
キーおよびテンキーの最

上段のキーのアクション

を変更できます。

[Puttyキー
パッド（Putty
KeyPad）]
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョ

ン

VT100、Linux、
XTERMR6、SCO、
ESCN、VT400

• [VT100]：ファ
ンクション

キーによって

ESC OP～ ESC
O[を生成しま
す。

• Linux：Linux仮
想コンソールに

類似していま

す。ファンク

ションキー F6
～F12はデフォ
ルトモードと

同様に動作しま

すが、F1～ F5
は ESC [[A～
ESC [[Eを生成
します。

• [VT400]：ファ
ンクション

キーはデフォル

トモードと同

様に動作しま

す。テンキーの

最上段のキーに

よって ESC OP
～ ESC OSを生
成します。

• [ESCN]：デ
フォルトモー

ドです。ファン

クションキー

はデジタル端末

の一般的な動作

と一致します。
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョ

ン

ファンクション

キーによって

ESC [11~や
ESC [12~など
のシーケンスを

生成します。

• SCO：ファンク
ションキー F1
～ F12は、ESC
[M～ ESC [X.
を生成します。

ファンクション

キーとシフト

キーは、ESC
[Y～ ESC [jを
生成します。コ

ントロール

キーとファンク

ションキー

は、ESC [k～
ESC [vを生成
します。シフ

ト、コントロー

ル、およびファ

ンクション

キーは、ESC
[w～ ESC [{を
生成します。
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サポートされている属性説明名前

依存関

係

値プラット

フォーム

バー

ジョ

ン

常に有効、ブート

ローダー

•常に有効：OS
のブートおよび

実行時に BIOS
レガシーコン

ソールリダイ

レクションがア

クティブになり

ます。

• [Bootloader]：
OSブートロー
ダに制御が渡さ

れる前に BIOS
レガシーコン

ソールリダイ

レクションが

ディセーブルに

なります。

C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

BIOSPOSTが完了し、OS
ブートローダに制御が渡

された後に、BIOSコン
ソールリダイレクション

がアクティブであるかど

うか設定します。

[BIOS POST
後のリダイレ

クション

（Redirection
After BIOS
POST]）

この設

定は、

リモー

トター

ミナル

アプリ

ケー

ション

上の設

定と一

致して

いる必

要があ

りま

す。

PC-ANSI、VT100、
VT100-PLUS、
VT-UTF8

C240 M6、
C220 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

コンソールリダイレク

ションに使用される文字

フォーマットのタイプ。

[ターミナルタ
イプ

（Terminal
Type)]
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第 13 章

信頼できるプラットフォーム(Trusted
Platform)

•信頼できるプラットフォーム(Trusted Platform)（129ページ）

信頼できるプラットフォーム(Trusted Platform)
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるトラステッドプラッ
トフォーム BIOS設定の一覧を示します。

サポートされる属性説明名前

依存関係値プラットフォー

ム

バージョ

ン

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

MK-TMEを使用する
と、独自のキーを持つ

1つの暗号化ドメイン
を複数持つことができ

ます。異なるメモリ

ページを異なるキーで

暗号化できます。

Multikey Total
Memory
Encryption
(MK-TME)

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

拡張ソフトウェア保護

機能（SGX）を有効に
することができます。

[拡張ソフトウェ
ア保護機能

（SGX）
（Software
Guard
Extensions
(SGX)）]

Platform
Default

C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

システムの物理メモリ

全体を暗号化する機能

を提供します。

Total Memory
Encryption(TME)
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラットフォー

ム

バージョ

ン

SGX所有
者 EPOCH
がアクティ

ブ化されま

した。新し

いランダム

所有者

EPOCHに
変更しま

す。手動で

ユーザー定

義の所有者

EPOCHを
作成しま

す。

C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

作成され、ロックされ

たメモリ領域に使用さ

れるセキュリティキー

のシードを変更できま

す。

[所有者 EPOCH
入力タイプを選

択（Select
Owner EPOCH
Input Type）]

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

レジストレーション

エージェントサービス

がプラットフォーム

キーを保存できるよう

にします。

SGX自動MP登
録エージェント

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

0で指定された EPOCH
番号の SGX EPOCH所
有者値を定義できま

す。

[SGX Epoch 0]

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

1で指定された EPOCH
番号の SGX EPOCH所
有者値を定義できま

す。

[SGX Epoch 1]

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

その後の起動時にシス

テムがSGXの工場出荷
時リセットを実行でき

るようにします。

SGX初期設定へ
のリセット
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラットフォー

ム

バージョ

ン

SGX
PUBKEY
HASH0、
SGX
PUBKEY
HASH1、
SGX
PUBKEY
HASH2、
SGX
PUBKEY
HASH3

• SGX
PUBKEY
HASH0
— 7～
0の間

• SGX
PUBKEY
HASH1：
15～ 8
の間

• SGX
PUBKEY
HASH2：
23～
16の
間

• SGX
PUBKEY
HASH3：
31～
24の
間

C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

ソフトウェアガード拡

張（SGX）の値を設定
できます。

[SGX PubKey
Hash n] nの範囲
は 0～ 3です。

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

SGX書き込み機能を有
効にすることができま

す。

SGX書き込みが
有効
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラットフォー

ム

バージョ

ン

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

SGXパッケージ情報イ
ンバンドアクセスを有

効にすることができま

す。

[SGXパッケー
ジ情報インバン

ドアクセス

（SGX Package
Information
In-Band
Access）]

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

SGX QoSを有効にする
ことができます。

SGX QoS

セキュリ

ティデバ

イスサ

ポートが

無効に

なってい

る場合、

TPM操作
全体が失

敗しま

す。

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

プラットフォーム構成

レジスタ（PCR）は、
TPM内のメモリ位置で
す。複数のPCRをまと
めてPCRバンクと呼び
ます。セキュアハッ

シュアルゴリズム 1ま
たはSHA-1 PCRバンク
では、TPMセキュリ
ティを有効または無効

にすることができま

す。

SHA-1 PCRバン
ク

セキュリ

ティデバ

イスサ

ポートが

無効に

なってい

る場合、

TPM操作
全体が失

敗しま

す。

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

プラットフォーム構成

レジスタ（PCR）は、
TPM内のメモリ位置で
す。複数のPCRをまと
めてPCRバンクと呼び
ます。セキュアハッ

シュアルゴリズム 256
ビットまたは SHA-256
PCRバンクでは、TPM
セキュリティを有効ま

たは無効にすることが

できます。

SHA256 PCRバ
ンク
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラットフォー

ム

バージョ

ン

セキュリ

ティデバ

イスサ

ポートが

無効に

なってい

る場合、

TPM操作
全体が失

敗しま

す。

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

サーバーの認証に使用

するアーティファクト

を安全に保存するコン

ポーネントであるトラ

ステッドプラット

フォームモジュール

（TPM）の有効と無効
を切り替えます。

[信頼されたプ
ラットフォーム

モジュールの状

態（Trusted
Platform Module
State）]

セキュリ

ティデバ

イスサ

ポートが

無効に

なってい

る場合、

TPM操作
全体が失

敗しま

す。

なし、
TpmClear

C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

トラステッドプラット

フォームモジュール

（TPM）Pending
Operationオプションを
使用すると、保留中の

操作のステータスを制

御できます。

TPM保留中の操
作

セキュリ

ティデバ

イスサ

ポートが

無効に

なってい

る場合、

TPM操作
全体が失

敗しま

す。

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)TPMの最小限の物理的
存在を有効または無効

にするかどうか。セ

キュリティを損なうこ

となくTPMを管理する
ために、OSと BIOS間
の通信を有効または無

効にします。

[TPMの最小限
の物理的存在

（TPM Minimal
Physical
Presence）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラットフォー

ム

バージョ

ン

TXTを無
効にしな

い限り、

TPMを無
効にする

ことはで

きませ

ん。

有効、無効C240 M6、C220
M6、C225 M6、
C245 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

ビジネスサーバー上で

使用され、保管される

情報の保護機能を強化

する、Intel Trusted
Execution Technology
（TXT）の有効と無効
を切り替えます。

[Intel Trusted
Execution
Technologyのサ
ポート（Intel
Trusted
Execution
Technology
Support）]

有効、無効C240M6、
C220M6、
C225M6、
C245M6、
B200M6、
X210CM6

4.2(3)TPM機能全体を制御し
ます。

セキュリティデ

バイスのサポー

ト

有効、無効C220 M6および
C240 M6、B200
M6、X210C M6

4.2(2)、
4.2(3)

このトークンを有効に

すると、Windows 2022
カーネル DMA保護機
能が有効になります。

OSはこれを、悪意のあ
るデバイスからのDMA
攻撃を防ぐために

IOMMUを有効にする
必要があるというヒン

トとして扱います。

[DMA制御オプ
トインフラグ

（DMA Control
Opt-In Flag）]
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第 14 章

USB

• USB（135ページ）

USB
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる USB BIOS設定の
一覧を示します。

サポートされる属性説明名前

依存関係値プラットフォー

ム

バー

ジョン

有効、無

効

C220 M6、C240
M6、B200 M6、
X210C M6

4.2(1)すべての物理および仮

想USBデバイスを有効
にするか無効にする

か。

[すべてのUSBデバ
イス（All USB
Devices）]

自動、有

効、無効

C220 M6、C240
M6、B200 M6、
X210C M6

4.2(1)、
5.0(1)、
5.0(2)

システムでレガシー

USBデバイスをサポー
トするかどうか設定し

ます。

[レガシーUSBのサ
ポート（Legacy
USB Support）]

有効、無

効

C220 M5、C240
M5、C480 M5

4.2(1)サーバがUSBデバイス
からブートできるかど

うか設定します。

[デバイスをブート
不可にする（Make
Device Non
Bootable）]

有効、無

効

C220 M5、C240
M5、C480 M5

4.2(1)xHCIモードを有効また
は無効にします。

[xHCIモード
（xHCI Mode）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラットフォー

ム

バー

ジョン

サーバー

で USB
非対応オ

ペレー

ティング

システム

を使用す

る場合

は、この

オプショ

ンを有効

にする必

要があり

ます。

有効、無

効

C220 M5、C240
M5、C480 M5

4.2(1)完全なUSBキーボード
レガシーサポートのた

めに60h/64hエミュレー
ションをシステムでサ

ポートするかどうか設

定します。

[ポート 60/40エ
ミュレーション

（Port 60/64
Emulation）]

有効、無

効

C220 M5、C240
M5、C480 M5

4.2(1)フロントパネルのUSB
デバイスを有効または

無効にします。

[USBポートフロン
ト（USB Port
Front）]

有効、無

効

C220 M5、C240
M5、C480 M5

4.2(1)内部USBデバイスを有
効または無効にしま

す。

[USBポート内部
（USB Port
Internal）]

有効、無

効

C220 M5、C240
M5、C480 M5

4.2(1)USBポート KVMデバ
イスを有効または無効

にします。

[USBポート KVM
（USB Port
KVM）]

有効、無

効

C220 M5、C240
M5、C480 M5

4.2(1)USBポート背面デバイ
スを有効または無効に

します。

[USBポートリア
（USB Port Rear）]

有効、無

効

C220 M5、C240
M5、C480 M5

4.2(1)SDカードドライブを有
効または無効にしま

す。

[USBポート SD
カード（USB Port
SD Card）]

有効、無

効

C220 M5、C240
M5、C480 M5

4.2(1)仮想メディアデバイス

を有効または無効にし

ます。

[USBポート
VMedia（USB Port
VMedia）]

有効、無

効

C220 M5、C240
M5、C480 M5

4.2(1)xHCIモードを有効また
は無効にします。

[XHCIレガシーサ
ポート（XHCI
Legacy Support）]
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